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国
指
定
の
史
跡
、
不
動
堂
遭
締
の

北
側
関
嬢
胞
で
建
設
さ
れ
て
い
る
財

団
法
人
、
百
河
豚
（
い
つ
ぶ
く
）
美

術
館
」
ガ
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

8

月
叩
日
に
ズ
l
ブ
ン
し
ま
す
。

同
美
術
館
は
、
舟
川
新
出
島
の
宵

柳
政
二
氏
ガ
私
財
を
役
じ
て
収
集
し

定
日
本
、
東
洋
の
古
美
術
ロ
∞
の
怠
か

か
ら
百
四
十
八
点
の
美
術
品
の
寄
闘

を
受
け
建
般
さ
れ
疋
も
の
で
ズ
l

ブ
二
ン
ゲ
農
巳
は
五
十
点
余
り
を
展

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
展
示
ロ
∞
は
、
古
代
中
国
、
イ

ン
ド
怠
ど
東
洋
各
国
の
仏
像
、
開
mm

器
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

の
出
回
翻
や
び
ょ
う
ぶ
な
ど
、
怠
ガ
巳

は
国
宝
、
重
要
文
化
財
フ
ラ
ス
の
も

の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
方
に
い
て
、
こ
う
し
た
美
術
昂

に
触
れ
る
機
会
は
ま
れ
な
こ
と
。
皆

さ
ん
も
一
度
は
訪
れ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
そ
う
し
た
願
い
を
込
め
、
理

事
長
の
宵
柳
氏
か
ら
、
一

一世
得
一
名

の
割
で
、
無
料
沼
待
券
ガ
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。
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昭
和
田
年
第

3
固
朝
日
町
・
会
定
例
会
は
、

6
月
旬
白
か
ら

6
月
包
白
ま
で

の
会
期
を

5
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
、
昭
和
田
年
宣
朝
日
町
一
一
般
、
特
別
、
寧

よ
集
会
計
矯
正
予
算
お
よ
び
条
例
の

一
部
改
正
怠
ど
叩
・
案
を
原
案
ど
お
り
、
可

！

決

、
最
留
し
疋
あ
と
、
・
員
獲
出
・
寮
と
し
て
、
新
庁
書
量
盤
調
査
特
別
霊
園

4
1

会
殴
置
の
件
忽
ど

3
・
案
ガ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

E
．

会

一

周
願
、
陳
情

4
件
に
つ
い
て
は
、
保
択

2
件
、
継
続
．
董

1
件
、
書
．
禾

7

議
1
1
件
と
怠
り
ま
し
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骨
m

任

委

員

総
務
教
育
委
員
会

，，..＿勾、

次む il 
のなの ／ff；付
要 jj と 裟託
問、決ど業
立得 し お｛牛
見 -rtまリに
がのし 可 つ
あ j品た決い
り わ： 。 、て
まに 本 lj
し必認
たい すそ
。て べ tl 
さぞ

｜特別｜委｜員｜会｜を｜設｜置｜
可決・承恕ー

第3回朝日町強会定例会より

｜新｜庁｜舎｜建｜設｜調査｜
ー補正予算・条件など19案件を

りよだ,,6』Zミ議係
者
と
協
議
さ
れ
た
い
。

3
、
昨
年
の
県
物
産
祭
に
つ
い
て
、

当
町
の
物
産
口
聞
は
、
他
の
町
村
よ

リ
見
劣
リ
が
し
た
の
で
、
尚
工
観

光
課
も
新
設
さ
れ
た
・
』
と
で
あ
リ
、

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
、
他
の
物
産

開
発
に
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
・

建
股
銀
関
係

l
．
都
市
計
岡
市
中
業
の
後
進
に
誠
意

を
も
っ
て
取
リ
組
ん
で
ト
ね
ら
れ
る

ニ
と
は
高
〈
評
価
す
る
が
‘
土
地

売
買
等
の
動
向
キ
ャ
ッ
チ
が
遅
い

た
め
、
公
共
用
地
の
取
得
等
に
手

巡
れ
の
幽
も
あ
リ
、
今
後
．
土
地

動
向
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
収

集
に
ふ
t
戦
以
の
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
周
知
徹
底
さ
れ
た
い
．

長

報
也
ロ

ー、

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
は
、

点
灯
時
聞
が
午
後
7
時
に
な

っ
て

わ
り
リ
、
準
備
運
動
に
利
用
す
る
た

め、

H
十
い
時
刻
に
点
灯
で
き
る
よ

う
、
附
係
打
耐
に
働
き
か
け
ら
れ

た
L

2
、
先
の
定
例
会
に
－
u
b

い
て一
安
捕
し

て
い
た
、
朝
日
中
学
校
の
プ
ー
ル

新
設
に
つ

い
て
は
、
当
局
の
積
極

的
な
調
査、

検
討
施
策
の
き
ざ
し

も
み
え
ず
、
計
画
促
進
に
向
け
て

努
力
さ
れ
た
い
。

3
、
来
年
度
は
、

A
H
併
却
周
年
記
念

の
年
で
あ
リ
、
朝
日
町
に
民
献
の

あ
っ
た
人
を
名
誉
町
民
に
推
挙
す

る
よ
う
な
制
度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

務
顧
の

「
人
事
院
勧
告
の
完
全
実

施
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況
を

ふ
ま
え
、

審
議
未
了
、
陳
情
の

「防

球
網
の
地
設
に
つ
い
て
」
は
、
願
意

妥
当
と
認
め
採
択
に
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
旨
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
可
決
、
点
認
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

2
、
機
階
改
笹
に
伴
い
、
所
管
の
業

務
内
容
が
変
更
に
な
リ
、
住
民
の

要
望
が
多
い
諜
だ
け
に
、
支
障
が

般
質
問
の

信
号
機
の
時
間
延
長
を

岡
－
解
決
に
努
力

質

問

町

道

的
平
柳
、

館
線
と
凶
迫

8
号
線
の
交
差
点
に
設
置
さ
れ

て
い
る
信
号
機
は
、
国
道
8
号

線
を
績
断
す
る
際
に
、
背
信
号

の
時
聞
が
短
か
く
、
安
全
確
保

の
見
地
か
ら
、
邸
付
信
号
の
時
間

延
民
を
関
係
線
開
に
婆
硝
附
さ
れ

る
考
え
が
あ
る
か
・

答
弁
ご
指
舗
の
作
に
つ
い
て
の
所

muは
貼
の
公
安
委
員
会
な
の
で
、

実
態
を
調
貸
し
、
歩
行
者
の
安

全
臨
時
保
を
優
先
に
考
え
て
、
人

普
警
察
署
な
ら
び
に
公
安
委
員

会
と
も
協
議
し
、
問
題
解
決
に

努
力
し
た

い
。

海
浜
公
園
の
建
位
計
画
は

本
－
綿
織
．
が
．
慢
で
a
uれ
ほ

質
問
海
浜
公
閣
の
計
両
策
定
に
法

づ
く
、
具
体
的
な
佳
設
笑
施
計

画
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
願
い
た

・ν

答
弁
海
浜
公
聞
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
不
燃
焼
物
姶
場
を

海
浜
公
閣
の
予
定
地
と
し
て
考

え
て
い
る
が
、
新
設
の
不
燃
焼

物
姶
場
は
広
滅
圏
併
業
の
中
で

計
画
策
定
さ
れ
て
わ
ぬ
リ
、
完
成

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、

次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
福
祉
課
関
係

l
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

は
、
目
岡市
薗
僚
の
用
地
買
収
を
図

る
と
共
に
社
会
悩
祉
法
人
の
組
織

を
同
時
立
す
る
た
め
、
理
市
中
等
の
選

任
に
は
、
付
mm条
件
を
付
け
る
こ

と
な
く
早
〈
適
任
者
を
決
め
、
日

年
度
建
設
に
向
か

っ
て
積
極
的
か

っ
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

2
、
当
町
に
障
害
児
が
培
え
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
専
門
の
保
育
室

を
ぷ
け
る
な
ど
、
障
山
告
児
保
訂
に

刈
し
前
向
き
に
取
リ
組
ま
れ
た
い
。

環
境
保
健
銀
関
係

辺
助
聞
が
怖
に
よ
リ
、
収
集
問
所
の

一
部
変
更
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
今

後
統
合
に
あ
た

っ
て
は
．
配
意
さ
れ

た
い
。

泊
病
院
関
係

l
、
今
後
の
地
設
改
善
に
当
た
っ
て

は
、
単
独
地
設
で
な
く
、
医
療
地

設
の
充
尖
化
を
臥
開
業
ナ
る
な
ど
、

総
合
的
見
地
に
基
づ
く
計
画
を
出倒

立
さ
れ
た
い
。

2
、
医
療
機
器
の
充
実
化
に
つ
い
て

は
、
病
院
経
営
な
ら
び
に
効
率
的

利
用
の
見
地
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
方

式
を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
業
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
可
決
、
昔
話
附
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
わ
り
、
事
町
士
官
の
過
程
に
お
い
て
、

次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ルに
じ
な
い
よ
う、

議
じ
ら
れ
た
い
．
周
知
の
万
策
を

な
か
か
ら

年
度
が
創
年
に
な
っ
て
い
る
関

係
上
、
そ
の
聞
の
問
題
む
あ
り
、

他
に
適
当
な
不
燃
焼
物
給
問
怖
が

般
保
出
来
れ
ば
、
海
浜
公
闘
の

建
設
に
向
け
械
極
的
に
取
リ
組

み
た
い
。

地
震
等
の
避
緩
訓
練
実
施
の
劃
配
旦

質
問
日
本
海
の
秋
回
沖
地
誕
に
よ

る
彼
山
札口
災
態
を
教
訓
に
、
当
町

で
避
雌
訓
練
を
す
る
考
え
が
あ

る
か
わ
ね
附
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁
現
住
、
地
震
等
の
有
併
に
倫

え
た
選
総
訓
練
は
．
県
段
階
で

笑
砲
し
て
い
る
が
．
当
町
独
自

の
避
熊
訓
練
J
U
実
施
の
方
向
で

検
討
し
た
い
。

大
猿
庄
保
育
所
の
改
築
は

Zに
2

3E

質

問

視

αの
大
家
山
保
育
所
は
、

芝
朽
化
が
著
し
く
、
印
年
度
に

改
築
の
計
画
に
な
っ
て

い
る
が
、

現
在
地
に
忠
魂
傍
が
あ
り
、
保

育
所
の
適
地
と
思
わ
れ
な
く
、

他
に
溢
地
を
求
め
て
建
設
す
る

考
え
が
あ
る
か
お
聞
か
せ
願
い

符
弁
大
家
庄
保
育
所
の
改
築
に
当

た
リ
、

現
在
地
は
適
地
と
思
つ

薗農
林
水
産
槙
関
係

l
、
特
産
の
ア
ス
パ
ラ
生
産
は
、

最

盛
期
の
4
1
6
月
で
は
、
県
内
シ

ェ
ア
の

ω
%を
占
め
て
い
る
が
、

夏
季
出
荷
も
出
来
る
よ
・
つ
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
、
榊
旅
館骨
性
お

よ
び
品
質
向
上
施
策
を
積
極
的
に

議
じ
、
ア
ス
パ
ラ
が
朝
日
町
の
代

名
詞
に
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
た

・ν
2
、
転
作
作
物
の
収
徳
利
益
等
が
一

般
に
よ
く
理
解
、
実
証
さ
れ
て
い

な
い
面
が
あ
る
。
棋
範
と
な
る
転

作
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
リ
転
作

作
物

へ
の
取
り
組
み
安
勢
及
び
ル
エ

廠
向
仁
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
忠

わ
れ
る
の
で
、
転
作
総
策
の

一
環

と
し
て
検
討
さ
れ
た
い
。

3
、
各
種
事
業
の
施
工
に
当
た
リ
、

関
係
者
と
事
前
協
議
等
を
十
分
に

行
う
と
と
も
に
長
期
事
業
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
経
緯
等
を
前
任
者

と
密
に
連
絡
し
な
が
ら
、
円
滑
な

事
業
執
行
に
傍
め
ら
れ
た
い
。

商
工
観
光
腺
関
係

l
、
当
町
で
も
、
サ
ラ
金
で
苦
慮
し

て
い
る
人
が
多
く
、
支
払
い
に
窮

し
て
農
地
が
売
り
渡
さ
れ
て
お
り
、

実
態
調
査
と
共
に
県
の
関
係
機
関

と
も
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
、
善

後
策
を
積
極
的
に
議
じ
ら
れ
た
い
。

2
、
宮
崎
の
灰
付
け
ワ
カ
メ
は
、
当

町
の
特
産
口
問
だ
け
に
、
今
後
と
も

品
質
の
維
持
確
保
に
積
極
的
な
施

策
を
講
じ
る
と
共
に
灰
付
け
ワ
カ

メ
の
特
性
を
生
か
し
た
料
理
方
法

を
明
示
す
る
よ
う
な
方
向
で
、
関

て
い
な
い
の
で
、
回
年
度
に
お

い
て
、
新
た
な
適
地
を
求
め
る

方
向
で
鋭
意
努
力
し
た
い
。

家
庭
穆
仕
員
の
増
員
は

泊
聞
は
前
向
き
に

我
が
町
の
商
品脚
化
現
象
が
著
し

く
、
初

2
以
上
の
万
は
川
名
で、

そ
の
内
、
家
庭
奉
仕
日
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
人
が

m名
も

お
ら
れ
、
奉
仕
貝
の
方
々
は
献

身
的
に
わ
ね
世
話
し
て
お
ら
れ
る

が
．
待
遇
改
善
な
ら
び
に
噌
貝

す
る
考
え
が
あ
る
か
お
聞
き
し

た
L

。

答
弁
特
別
養
漬
老
人
ホ

l
ム
の
建

訟
な
ど
、
高
齢
即
化
社
会
に
対
応

出
来
る
よ
う
積
極
的
に
取
リ
組

ん
で
い
る
が
、
家
庭
務
仕
自
の

待
遇
改
警
に
つ
い
て
は
、
他
の

市
町
村
の
動
向
を
見
極
め
て
対

応
す
る
が
、
増
員
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問

新
斤
舎
建
設

調
査
特
別
委
員
会

委

以

長

副
委
員
長

委

員

酒

井

栄

山

岡

政

次

深

松

笑

平

崎

知

勝

水

島

保

水
島
畑
次
郎

回
中

伸
幸

字
図

勝
次

，， II ，， ，， 

広
．d
n
U戸

b

－
m会
だ
よ
り

＠

V
可
決
さ
れ
た
案
件

予

算

（昭
和
問
年
度
）

＠
一
般
会
計

・
朝
日
町
一

般
会
計
補
正
予
算

（第

l
号
）

＠
特
別
会
計

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

術
正
予
算

（第
1
号
）

－
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第

1
号）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
矯
正
予
算

（第
1
号
）

①
穆
集
会
計

．
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
矯
正

予
算

（第
l
号
）

＠

条

例

（一

部
改
正
）

－
朝
日
町
各
般
委
貝
会
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

＠

そ

の

他

・
普
通
財
産
め
波
う
に
関
す
る
件

鼠
員
提
出
蟻
寮

－
食
料
の
安
定
確
保
な
ら
び
に
米
穀

政
策
の
確
立
、
昭
和
問
年
産
米
、

度
変
の
政
府
貫
入
価
格
な
ら
び
に

生
産
復
興
施
策
の
確
立
に
関
す
る

意
見
書

・
老
人
医
療
費
無
料
制
度
の
復
活
を

求
め
る
意
見
書

－
新
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
訟

置
の
件

－v承
偲
さ
れ
た
も
の

『地
方
向
的
法
筑
間
条
に
よ
る
専
決
処
分
）

・
専
決
第
3
号

昭

和
計
年
度
朝
日

町
一
般
会
計
補
正
予
算

－
専
決
第
4
号

昭

和
計
年
度
朝
日

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

－
専
決
第
5
号

昭

和
計
年
度
朝
日

町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

・
専
決
第
6
号
昭
和
町
年
度
朝
日

町
国
民
健
康
保
険
診
療
地
設
笹
川

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

－
W
サ
決
第
7
号
昭
和
引
年
度
朝
日

町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
宮
崎

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

－
専
決
第
8
号

昭

和
計
年
度
朝
日

町
国
民
健
康
保
険
診
療
篇
設
唆
診

療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

－
専
決
第
9
号
昭
和
計
年
度
朝
日

町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

・
専
決
第
叩
号

朝
日
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
報
告
さ
れ
た
も
の

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
川
条
第
2

項
の
報
告
の
件

。
昭
和
町
年
度
朝
日
町
繰
鎗
明
許

費
繰
鐘
計
算
書

vm会
推
せ
ん
さ
れ
た
も
の

．
朝
日
町
農
業
委
貝
会
の
委
員

V
遣
事
さ
れ
た
も
の

－
泉
市
米
合
口
用
水
組
合
議
会
議
員

vm願
、
陳
情

＠
篠
沢
に
な
っ
た
も
の

－
食
料
の
安
定
確
保
な
ら
び
に
米
殺

政
策
の
確
立
、
昭
和
問
年
産
米
、

産
麦
の
政
府
買
入
価
絡
な
ら
び
に

生
産
援
創刊
施
策
の
確
立
に
つ
い
て

．
防
始
時
網
の
地
設
に
つ
い
て

①
継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

．
消
宮
装
置
の
殴
置
に
つ
い
て

①
審
議
未
了
に
な
っ
た
も
の

－
人
感
院
勧
告
の
完
全
実
施
に
つ
い
て

－
m会
だ
よ
り
＠



e広鴻

三金主
同

年

は，

みんなの広場は、みなさん

のページです。あなたの丙い

たいニと、あなたの仲間た九

や友人の制介.iq•聞を集めた
L、ときや然しもの ・売りもの

なE，どんなニとてもけっこ

うです。役場広報係までどし

どしお脊せください。

－
み
ん
怠
の
広
揖
＠

国民年金相談室⑧！
閉 経済的な理由で保険料を
納めることができない湯合

はどうなリますか。

その左きLt.1笠場に申し

出て申請します。それが認

められれば．保険料Ii免除 （申

税免除）されます。免除を受け

ることができるのは．必ず加入

しなければならない人に限られ

ますが， ①生活保護を受けてい

る人， ②国民年金の障害年金．

母子．準母チ福祉年金を受けて

いる人は．当然免除（法定免除）

されます。

しかし．年金を受ける時には

免除期閉め積算を 3分のlにし

て支給されます。

もし．あとで暮らしに余裕が

でき．免除を受けた分を納めれ

ば， 3分の lの扱いを受けずに

満額支給されます。この場合，

当時の保険料鎖でよいことにな

っています。ただし．納める時

.'.'1：からさかのぼって10年以内の

分しか納めることができません。

詳しくは，役場の国民年金係

に問L、合わせくださ L、。

答

で
町
内
に
就
職
し
て
い
る
人
は
、
は

と
ん
ど

い
な
い

の
が
税
状
で
す
。

現
代
は
商
学
歴
時
代
で
、
は
と
ん

ど
の
人
が
大
宇
に
進
学
す
る
と
い
う

の
に
、
大
学
を
卒
業
し
て
も
地
元
に

引
き
受
け
た
理
由
を
た
ず
ね
る
と
、
は
、
自
分
の
知
識
や
技
術
を
生
か
せ

「米
特
験
で
一
度
や
り
た
か

っ
た
と
い
る
魅
力
あ
る
験
場
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が、

談
会
と

い

そ

の

た

め

に

、
町
外
で
就
椴
し
町

う
と
町
政
を
進
め
る

に
は
帰
っ
て
こ
れ
な

つ
え
で
一
番
重
要
な

＼

j
L
b

ん

い
と
い
う
状
況
に
な

事
で
あ
り
な
が
ら

h
j
例

川

紙

さ

っ
て

い
る
。
こ
っ
し

談
会
と
は
ど
う
い
う

ゴ

一

叫

l

会

文

た
現
状
を
改
善
す
る

－UM
a即
〆

内
’
幽
肺
7

縁
組

も
の
か
ま
っ
た
く
知

ト
同
』
一
－一d
mm
弘

た
め
に
も
、
魅
力
あ

ら
な
い
。

謡
曲

v

一

背

る

職

場

づ
く
り
を
強

剖
川
町

～

会

口

運
語
の
仕
方
や
活

叫
a聡司

＼

初

夏

〈
訴
え
た
い
」
と
熱

－一／4
’

＼

第

割

動
な
ど
、
自
分
な
り

・ー
／
ι
＼

っ
ぽ
く
話
さ
れ
た
。

の

体

験

宇

留

を

し

な

ま

た

、

税

衣

彼

は

が
ら
‘
表
者
の
目
か
ら
見
た
活
者
ら
古
年
団
で
も
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
の

し
い
意
見
を
町
当
局
に
述
べ

て

み

た

で

、
特
に
現
代
の
肖
年
た
ち
に
訴
え

か
っ
た
た
め
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

た
い
こ
と
を
た
ず
ね
る
と
、
「青
年
は

そ
こ
で
、
議
会
議
員
と
し
て
今
町
忙
し
い
時
ほ
ど
何
ん
で
も
で
き
る
も

政
に
何
を
一
番
望
む
か
を
た
ず
ね
る

の
で
す
。
忙
が
し
い
か
ら
と
い

っ
て、

と

「
現
な
、
高
校
を
卒
業
し
て
町

内

何

も
し
な
い
で
い
る
青
年
を
見
る
と

に
就
職
し
て
い
る
人
は
、
け
つ
こ

う

悲

し

く

な

り

ま

す
。
忙
し
い
時
は
ど
、

見
う
け
る
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
物
事
を

一
生
懸
命
に
や
ろ
・
7
と
す
る

忙
し
い
時
ほ
ど
何
ん
で
も
で
き
る

7
月
比

H
に
第
初
回
朝
日
町
背
年

談
会
の
組
織
談
会
が
開
催
さ
れ
、
坂

口
弘
文
さ
ん
が
議
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
坂
口
さ
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

A
V
坂

n
さ
ん
は
、
朝
日
町
大
家
庄
柳

回
出
身
の
お
歳
。
昭
和
田
年
3
月、

金
沢
工
業
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科

を
卒
業
さ
れ
、
技
師
と
し
て
役
場
農

林
水
産
謀
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
ニ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
か
を

た
ず
ね
る
と
「
長
男
で
も
あ
リ
、
な

る
べ
く
近
く
に
就
職
し
た
か

っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
創

造
す
る
事
が
好
き
て
、
自
分
で
何
か

を
創
り
出
す
仕
事
を
し
た
か

っ
た
」

た
め
と
か
。

さ
て
、
今
固
め
背
年
議
会
議
員
を

会陸友日朝

g，ぬ~Jt：，場

ま
た
、
そ
う
い

っ
た
問
題
に
適
切

な
指
導
と
助
言
を
し
て
い
た
だ
け
る

人
や
組
織
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
．
大
学
時
代
も
現

在
も
陸
上
を
や

っ
て
い
る
仲
間
と
出

合
い

、
先
に
述
べ
た
問
題
を
跨
ま
え
、

朝
日
町
の
陸
上
分
野
の
質
的
向
上

と
発
展
を
願
い
「
朝
日
陸
友
会
」
を

発
足
し
ま
し
た
。

「I
l
l
1
1
1a

し
か

し

ま

だ

ま

一

だ
会
員
初
名
程
度
と
一

隆

よ

の

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

に

小
さ
な
会
で
、カ
も
弱

一

う
ぶ
ご
え

く
、
会
員
の
各
大
会

一

の

ほ

ど

産

声

へ
の
派
泊
費
も
満
足

一

に
支
払
え
な
い
の
が

「
1

1

1

1

1

実
状
で
す
。
で
も
練
習
だ
け
は
、
み

ん
な
熱
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

当一
聞
は
、
毎
週
水

・
土
曜
日
の
午

後

6
時
却
分
か
ら
、
朝
日
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
し
く
は
、
朝
日
中
学
校
ク

ラ
ウ
ン
ド

（雨
天
の
場
合
は
総
合
体

育
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）
て
仲
間

が
集
ま
っ
て
練
習
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

東？

！討；
1右手ニ
本 さ

喧ん

． 

練朝刊
の
内
谷
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か

ら
ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た

練
溜
と
正
し
い
休
の
手
入
れ
の
し
方
、

メ
リ
ハ
リ
の

つ
け
た
実
の
あ
る
正
し

い
知
識
と
技
術
の
笥
得
を
目
標
に
充

実
し
た
練
習
に
気
を
付
け
て
行
っ
て

い
ま
す
。

ー、．．． 
今
は
、
仲
間
の
多
く
が
中

・
長
距

離
ラ
ン
ナ
ー
で
す
が
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
愛
す
る
人
も
い
ま
す
。

建
康
の
た
め
に
他
の
運
動
を
す
る

人
も
‘
ま
ず
ラ

ン
ニ
ン
グ
か
ら
始
ま

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
の

自
分
は
競
技
に
山
山
な
い
か
ら
と
い

う
人
も
、

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
正

し
い
方
法
で
練
習
す
れ
ば
、
健
康
な

」ti後銀行がl.k J,li常業i系（窓口事務）

＊趣味

スキー・読者 ・ ~J:.花 ・お茶 ・ 昔来

鑑賞・スポーツ九州・旅行

の
で
、
う
ま
く
い
く
も
の
で
す
。
ま
叫

（
回
答
）

た
、
自
分
の
や
り
た
い
事
が
あ
る
か
叩
現
在
、
朝
日
町
の
既
存
工
場

（製

ら
と
い

っ
て
、
そ
こ
だ
け
に
自
を
向
山
造
業
に
分
類
さ
れ
る
も
の

）
は
乃
事

け
て
ほ
し
く
な
い
。
若
い
か
ら
こ
そ
、
一
業
所
、
就
業
者
数
1
3
1
4
人

（昭

何
ん
で
も
で
き
る
時
で
あ
り
、
何
ん
…
和
計
年
工
業
統
計
調
き
で
す
。

に
で
も
挑
戦
で
き
る
の
は
若
い
時
し

一

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
企

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
生
に
一
度

一
業
で
あ
り
、
犯
人
以
上
田
植
用
の
企
業

し
か
こ
の
今
の
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
は
わ
ず
か
に

7
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
忘
れ
ず
、
大
切
な
時
聞
を
精
一

こ
れ
に
対
し
、
朝
日
町
民
の
7
ち

一
杯
生
き
て
ほ
し
い
」
と
若
い
リ
｜

…
町
外
に
就
業
し
て
い
る
人
は
、
町
内

ダ
ー
ら
し
い
言
楽
で
し
た
。

…
紙
業
者
の
約
2
倍

（
2
8
1
4
人
）

彼
の
こ
の
熱
い
心
を
若
者
皆
ん
な
一
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
灯

が
持
て
ば
、
我
が
朝
日
町
も
も
っ
と
良
一
年
か
ら
回
年
ま
で
の
凶
年
間
に
は
、

…
 

内

ご．

体
作
リ
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

陸
上
の
好
き
な
方
で
、
こ
の
会
の

主
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
で
し

た
ら
ど
な
た
で
も
け

つ
こ
う
で
す
。

朝
日
陸
友
会
に
入
会
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、
会
長
笠
原
秀
人
毛

（宮
2
1
2
5
3
9
）
か
事
務
局
笹

原
消
直
毛

（
宮
3

1
1
4
5
9
｝
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

d

司
総
会
に
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち

企
業
誘
致

に
つ
い
て

刷、，e、~，、、

やまびこ通信に答えて

実崎

多
く
の
方
々
か
ら

工
場
を
誘
致
し
、
安

定
し
た
就
機
先
を
斡

旋
し
、
人
口
の
減
少

に
儲
止
め
を
か
け
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
答
え
し
ま
す
。

寺町長

に
転
出
し
て
い
ま
す
。（
人
口
統
計
）

こ
れ
を
昭
和
計
年
に
限
っ
て
み
ま

す
と
、

7
5
8
人
が
町
外
に
転
出
し

て
い
ま
す
が
、
う
ち
十
代

・
二
十
代

の
若
い
人
の
転
出
者
は

5
0
5
人

（
制
%
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
町
長
に
就
任
以
来
一

貫
し

て
、
明
日
の
朝
日
町
を
築
く
若
い

人

た
ち
が

一
人
で
も
多
く
定
住
し
、
だ

れ
も
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
「
活

気
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」

を
町
政
推
進
の
目
標
と
し
て
位
置
づ

け
、
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
新
た
に
本
年
度
か
ら
、
「
企

業
立
地
奨
励
事
業
傭
助
金
制
度

（①

用
地
取
得
費
の
初
%
を
補
助
す
る
。

②
工
場
周
辺
環
境
笠
備
費
の
お
%
を

補
助
。
た
だ
し
5
0
0
万
円
を
限
度

と
す
る
）
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

商
工
観
光
謀
を
新
設
し
、

優
良
企
業

の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も
う
少
し

長
い
目
で
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

j白高校をキ：業し．魚津支店に勤務

し，55年2月から泊支店へ。

仕事は．昨年の11月から窓口事務

を担当していますが．まだまだ新米

て〉忙しくなると笑顔で応対できな

くて。これからは．いつも笑顔て二

そして細かな気配りができるように

なりたL、
題1味が多いのは．好奇心が旺盛で

何でもやってみたくて。なかでもス

キーは大好き。あのスピー ド感がた

まらない。

今年は，昨年から編みかけになっ

ているセーターを絶対に仕上げたい。

もちろん自分のものです。でも．

やさしくて．しっかりした人なら…。

犬家族情成

録 ・兄の3人家紋

－
み
ん
な
の
広
燭
＠広

J
n
Uづ
／
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婦
人
の
翼
の
研
修
を
終
え
て

こ
れ
か
ら

の
国
際
化
時

江

代
に
県
民
の

コ

半
数
以
上
を

一一
占
め
る
婦
人

シ

も
国
際
的
な

？

見
聞
を
広
め

わ

る
必
要
が
あ

企

る
と
い
、
ヲ
主

旨
で
、
山
山

県
の
婦
人
の
代
表
幻
名
の
団
員
は
、

2
月
幻

自
か
ら
研
修
地
の
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
に
お

け
る
婦
人
問
題
や
社
会
福
祉
問
題
な
ど
に
つ

い
て
事
前
に
研
修
を
受
け
、

5
月
幻
自
に
「
国

際
的
な
立
場
で
筏
野
を
広
め
、
今
後

い
ろ
い

ろ
な
分
野
か
ら
の
婦
人
の
治
動
を
期
待
し
ま

す
」
と
の
知
ゅ
の
官
業
に
扱
い
資
任
を
感
じ

な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
．

両
国
と
も
、
自
国
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
、
あ
き
缶
や
タ
バ
コ

の
吸
い
が
ら
の
よ
う
な
ゴ
ミ
は
ど
こ
を
歩
い

て
い
て
も
見
当
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
カ
ナ
ダ
は
花
と
緑
が
い
っ
ぱ
い
で
、

至
る
所
の
芝
生
が
良
〈
手
入
れ
さ
れ
、
回
全

体
が
公
園
の
よ
う
で
中
沖
知
ゅ
の
「
花
と
U
仰

の
美
し
い

郷
土
に
し
た
い
」
と
の
言
葉
が
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。

公
的
な
建
物
の
前
に
は
必
ず
連
邦
と
州
と

市
の
国
旗
が
は
た
め
き
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ

山

崎

谷

八
重
子
さ
ん

口

テ
ル
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
ナ
プ
キ
ン
な
ど
に

は
個
人
的
な
P
R
は
な
く
、
州
や
市
の
観
光

の
名
所
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
世
界

一
の
美
観
を
妓
う
と
い
う

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
夜
景
の
電
灯
料
は
、

夜
の
日
時
ま
で
は
観
光
客
誘
致
の
た
め
と
い

う
こ
と
で
、
市
が
負
相
似
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
パ
ス
の
運
転
手
は
必
ず
先
に
降
り

て
わね
答
の
予
を
取
っ
て
誘
川押
す
る
と
い
・
ヲ
税

切
な
気
配
り
も
あ
リ
、
見
切
う
べ
き
と
こ
ろ

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

郊
外
で
は
、
日
本
の
井
戸
を
綴
る
よ
リ
簡
単

に
石
油
が
噴
出
し
、
石
油
埋
蔵
量
は
世
界
第

二
位
だ
と
い
う
の
に
、
自
国
の
石
油
は
備
蓄

し
、
品
開
入
で
園
内
の
消
質
量
を
賄

っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
カ
ナ
ダ
で
は
、

木
村
が
盟
富
で

真
直
に
仰
び
た
索
時
し
い
大
水
が
伐
係
後
も

入
手
を
か
け
な
く
て
も
自
生
し
、
日
本
に
も

パ
ル
プ
用
材
や
建
築
用
材
と
し
て
沢
山
検
出

し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
自
分
の
闘
で
は
紙

を
大
切
に
し
、
ト
イ
レ
の
紙
は
多
〈
使
わ
な

い
よ
う
に
工
夫
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。

両
国
と
も
、
有
り
余
る
緩

の
資
源
を
持
ち
な
が
ら
も
大

切
に
し
て
い
る
の
に
、
た
い

し
た
資
源
を
持
っ
て
い
な
い

日
本
は
、
ぜ
い
た
く
に
酔
い

し
れ
て
い
て
い
い
の
か
。
考

え
き
せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

圏
内
研
修
に
参
加
し
て

世主

今
回
の
併
修
地
は
千
集
県
立
鶴
擁
立
川
年
の

山
系
と
附
き
、
一
悩
井
県
の
録
的
と
地
布
引
が
滋
で

あ
る
な
あ
と
い
う
思
い
に
と
ら
わ
れ
て
の
研

修
旅
行
で
し
た

一
行
幻
心れは、

6
月

3
H
に
も
終
わ
り
を

合
げ
よ
う
と
し
て
い
る
夜
中
に
的
釈
を
追
い

出
さ
れ

｛
？
）
夜
汽
単
に
来
せ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
な
た
ち
を
来
せ
て

列
単
は

一
路
上
針
駅

へ
。

一
帯
紋
初
に
見
学
し
た
の
が
、
下
葉
県
佐

令
市
の
川
也
服
史
民
篠
博
物
館
で
し
た

ニ
ニ
は
、
昭
初
何
年
4
月
に
同
hA
の
ト〈
や

廿
ハ
川
利
刷
機
関
と
し
て
設
伍
さ
れ
．

M
w．史円子、

考
十
日
午
、
民
政
学
と
い
う
災
な
っ
た
三
形
態

の
共
同
研
究
機
倒
的
機
能
を
備
え
、
そ
の
資

料
を
収
集
し
、
常
時
M
収
不
を
し
て
い
る
所
で

す
。
原
始
か
ら
の
日
本
を
再
現
し
て
お
リ
、

こ
こ
を
一
巡
す
れ
ば
社
会
科
の
教
科
占
が

一

時
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

企パックをもっているのが泡内さん
Ill 

堀

智

子
さ
ん

内で
も
こ
こ
で
、
ワ
イ
ル
ド

ア
ス
レ
チ

ヅ
ク
に
挑
戦
し
．

ド
・ン
に
も
あ
る
男
「
2
名
が
池
内
小
に
必
ち

そ
の
姿
に
全
日
大
爆
笑
。
本
中
1
に
吋
し
呉
川制
御H
H
H

と
い
い
な
が
ら
も
楽
し
い
思
い
出
で
す

占
同
年
の
家
で
は
、
他
団
体
と
の
交
流
む
含

め
、
青
年
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
の
講
義
や

分
科
会
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
研
修

が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
あ
る
チ
ー
ム
と
肝
球
の
交
歓
ぷ
A
H

ま
で
や
っ
て
、
勝
利
を
つ
か
ん
だ
ハ
プ
ニ
ン

グ
む
あ
リ
ま
し
た

さ
す
が
に
例
日
町
の
庁
年
た
ち
で
す
。

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
お
と
ぎ
の
向
、

夢
の
国
で
す
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
た
だ

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
氏
は

「夢
を
現
実

の
む
の
と
す
る
の
は
人
で
あ
る
U

と
J
っ
て

い
ま
す
ニ
こ
が
そ
れ
を
呼
縦
に
し
た
州
場
所

な
の
で
す
。
き
て
、
こ
の
よ
・
つ
に
楽
し
い
研

修

の
ヲ
ち
に
た
く
さ
ん
の
人
と
知
リ
A
H
い
に

な
る
な
ど
、
見
聞
を
い
仏
め
、
社
会
生
活
を
高

め
る
・
？
え
で
多
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
同
内
研

修
旅
行
で
す
が
、
女
子
の
参
加
者
が
少
な
く
、

む
っ
と
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
阪
ら

れ
た
日
数
で
の
研
修
で
し
た
が
、
集
団
生
活

を
泊
し
て
学
ん
ど
も
の
が
坐
か
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
分
次
第
と
思
い
ま
す
が
、

ζ

の
れ
凪
な
体
験
を
無
駄
に
は
し
た
く
な
い
と
、

考
え
さ
せ
ら
れ
た
旅
行
で
し
た

5
0
8
 

－
み
ん
怠
の
広
編

。

第
日
回
青
年
の
翼
に
参
加
し
て

5
n
u白
か
ら
2
迎
問
、
柳
川
信
干
の
翼
団
日

と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪

問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

両
国
と
も
イ
ン
フ
レ
が
ひ
ど
い
と
聞
い
て

は
い
た
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
首
都
プ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
で
は
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
の

定
価
表
を
見
る
と
、
な
ん
と
桁
数
の
多
い
こ

と
。
ド
ル
を
ベ
ソ
に
交
出慨
す
る
と
、
ー
ド
ル

が
な
ん
と

8
万
2
子
ペ
ソ
．
こ
の
ベ
ソ
も

6

月
i
日
か
ら
は
、
ゼ
ロ
を
4
つ
切
り
捨
て
る

（
一
万
分
の

一
）
デ
ノ
ミ
が
行
わ
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

「
収
入
む
減
り
、
働
き
ロ
も
な
く
て
苦
し

い
毎
日
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

在
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
約
加
万
人
の
う
ち
叩

%
以
上
が
住
む
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
は
、
明
キ
ロ
も
綴
れ
た
高

山
県
出
身
の
農
業
開
妬
移
住
者
が
住
む
第
三

ア
リ
ア
ン
サ
村

（富
山
村
）
か
ら
駆
け
付
け

て
く
れ
た
人
た
ち
の
歓
迎
も
受
け
ま
し
た
。

交
歓
会
で
は
、
朝
日
町
出
身
の
方
々
も
多

数
見
う
け
ら
れ
、
現
地
で
の
苦
労
話
し
ゃ
活

路
ぶ
り
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

移
住
し
た
人
み
な
が
成
功

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
系

人
が
収
容
さ
れ
て
い
る
老
人

ホ
l
ム
の

一
つ
で
あ
る

「
い

こ
い
の
国
」
を
慰
問
し
た
団

貝
の
一
人
は
こ
う
述
べ
て
い

る
。
「
成
功
者
の
陰
に
失
敗

~ゐeのおd及。

朝
日
町
の
自
然
に
は
、
海

や
川
か
あ
れ
ば
、
山
も
あ
リ

ま
す
。
で
も、

ニ
の
山
悔
や
川
、
山
な
ど
は
み

ん
な
ア
キ
カ
ン
や
紙
く
す
で
、
き
た
な
く
よ

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
．
こ
れ
か
ら
も

よ
ご
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
ょ
う
。

近
じ
ょ
の
川
に
は
、
ジ
ュ
ー
ス
の
ア
キ
カ

ン
や
生
ゴ
ミ
や
紙
く
ず
が
‘
た
く
さ
ん
す
て

て
あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
ら
か
流
さ
れ
て
き
た

物
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

晶
体
へ
行
け
ば
、
川
の
上
流
の
方
か
ら
流
さ

れ
た
ゴ
ミ
が
山
の
よ
う
に
流
れ
つ
い
て
、
口
ほ

の
ふ
み
場
も
な
い
位
い
の
と
こ
ろ
が
あ
リ
ま

す
。山
に
あ
る
、
滅
山
み
た
い
な
こ
う
楽
地
に

は
、
大
き
な
く
ず
か
ご
が
あ
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
す
て
て
あ
リ
ま
す
。

訟
も
「
ア
キ
カ
ン

一
つ
ぐ
ら

い
』
『
紙
く

ず

一
つ
ぐ
ら
い
」
と
、
何
公
な
く
す
て
る
時

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ブ
ミ
が
た
く
さ
ん

に
な
れ
ば
ど
う
な
る
か
、
忽
ぞ
う
し
て
み
ま

し
た
。
だ
れ
か
が
「
こ
れ
位
す
て
て
も
い
い
だ
ろ

う
」
と
経
い
気
持
ち
で
ア
キ
カ
ン
を
す
て
ま

す
。

こ
れ
を
見
て
い
た
人
む
氏
似
を
し
て
、

ア
キ
カ
ン
や
紙
く
ず
を
す
て
る
こ
と
で
し
ょ

う

n分
一
人
ぐ
ら
い
と
い
う
考
え
が
、
自

分

一
人
で
な
く
何
十
、
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
何

東
草
野

岡

本

広
さ
ん

邦

し
た
移
住
者

の
い
る
こ
と

が
悲
し
か

っ

た
。
別
れ
の

時、

し
っ
か

り
手
を
躍
り

な
が
ら

「も

う

一
度
故
郷

へ
帰
り
た
い
」

と
目
で
訴
え

て
い
た
の
が
、
私
に
は
つ
ら
く
涙
が
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
出
身
者
が
い
る
と
聞

か
な
か

っ
た
こ
と
が
、

せ
め
て
も
の
救
い
で

し
た
。
山私
た
ち
の
行
く
先
々
で
は
、
か
つ
て
県
内

で
県
費
負
銀
に
よ
っ
て
研
修
、
技
術
を
地
恨
ん

だ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
。
な
山
友
の
会
N

ブ
ラ
ジ
ル
で
は

＠
立
山
フ
レ
ン
ド
会
仰
を
結

成
し
て
い
る
若
者
た
ち
に
よ
り
、
両
国
の
県

人
会
同
様
に
、
通
訳
や
市
内
案
内
等
で
非
常

に
わ
ね
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

両
国
に
わ
ね
い
て
、

一
・
二
世
に
は
「
い
つ

の
円
か
、
子
供
た
ち
を
日
本
に
留
学
さ
せ
た

い
」
と
い
う
願
い
が
非
常
に
強
〈
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

臼
系
人
の
活
路
は
、
紫
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
り
、
今
後
も
三
世
、

四
世
が
両
国
で
次
代

そ
抗
い
、
活
躍
す
る
こ
と
を
硲
心
し
て
帰
国

l
レ
$
4
v
aし
れ
九
．

.イク戸スの湾にて
...--... 

朝
日
町
の
美
化

泊
小
学
校
6
年

根

建

恵
さ
ん

E里

．h
人
の
人
か
け
兄
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
似
た
ち
の
生
ま
れ
行

っ
た
例
日
町
が
、
ゴ

ミ
ば
か
り
に
な
っ
て
し

ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
々
え
る
と
、
気
軽
な

気
持
ち
で
ゴ
ミ
を
す
て
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
＠
私
た
ち
、
自
分
た
ち
の
手
で
、
こ
の

朝
日
町
を
よ
ご
し
て
い
る
の
で
す
。

今
後
、
私
た
ち
の
町
、
初
日
町
の
海
や
川

や
山
な
ど
を
美
し
く
．
き
れ
い
に
、

ゴ
ミ
が

一
つ
も
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
き
っ
と

一

人

一
人
の

「
ゴ
ミ
を
す
て
て
は
い
け
な
い
．

こ
の
ゴ
ミ
を
す
て
れ
ば
、
み
ん
な
が
こ
ま
る

ん
だ

」
と
い
う
、
強
い
立
小
中
心
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

朝
日
町
を
美
し
く
す
る
に
は
、

一
人
一
人

の
努
力
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

吉野雅美さん

美化啓蒙作品

大家庄小学校6年

－
み
ん
怠
の
広
場

。
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総
合
体
育
館
車
球
室

き
わ
や
か
に
新
装
オ
ー
プ
ン

従
来
の
町
民
総
合
体
行
館
内
ト
球
を

の
床
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
山
内
に
直
後

得
木
フ
ロ
ア
ー
が
MM
つ
で
あ

っ
た
た

め
、
結
派
現
象
が
お
き
滑
べ
り
ゃ
す

く
危
険
で
あ
る
と
の
ニ
と
か
・
り
、
5

月
話
回
か
ら

E
下
旬
4
0

0
M

川
を
か
け
改
焚
E
が
か
行
わ
れ
、

．』
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
・

床
は
、
今
ま
で
よ
リ
’
umセ

ン
チ
ソ
お
く
し
、
ゴ
ム
の
ス
プ

リ
ン
グ
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
ク

ッ
シ
ョ
ン
効
来
を
持
た
せ

毒
酔
ー
し
れ
ん
．

ま
た
．
グ
リ
ー
ン
の
ゴ

ム
町

型
フ
ロ
ア
ー
シ
l
ト

｛
タ
ラ
フ

レ
γ
ク
ス
加
工
）
を
張
り
め
ぐ

ら
し
、
冷
り
を
な
く
し
安
心
し

て
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
新
装
な
っ
た
必
球
毛
は
、

必
判
も
よ
く
、
今
ま
で
以
トし
に

利
則
私
臼
が
同引
、之
、
球
を
は
じ
く

第1田町民硬式テニス大会

V
団
体
総
合

勝勝

五
箇
庄

泊
二
区

次｝憂V
男
子
一
部

①
町
平
野
久
昭
（
泊
二
区
）

②
小
縦
士
口
宏
（
五
筒
庄
）

－v男
子
二
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①
常
石
勝
治
（
泊
二一
以
）

＠
。
山
文
夫
（ド
札
筒
応
｝

V
女
子
の
部

＠

zf美子
（泊
三
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φ
穴
久
保
明
良
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K
附
開
店
｝

JR
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fャ
金三平

。月

フ

の

けんこ

8 

中山
け
が
賑
や
か
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
．

一
度
、
ニ
の
装
い
を
新
た
に
し
た

市
球
本
で
き
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、

明
日

へ
の
前
カ
を
縫
い
ま
せ
ん
か
．

4

司
新
袋
行
ゆ
つ
だ
卓
出
陣
室

第30回下新川郡民体育大会

ヘ
成
績
は
朝
日
町
出
J

f

＠
唱
者
で
優
勝
の
み
」

一
一
般
の
郵

V
硬
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テ
ニ
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一
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国
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明
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テ
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V
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一
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中
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V
ソ
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ボ
ー
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レ
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マ
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V
バ
ド
ミ
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一
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一
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狩
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進
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沢

崎
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沢
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男
子
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レ
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子
初
才
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緩
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V
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ボ
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ブ
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ク
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ブ

V
サ
ッ
カ
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馬
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ブ

第
初
田
町
民
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ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

団

体

戦

男
チ

一
部

①
泊
三
区

②
大
家
庄

男
子
二
郎

①
泊
－－

K
A
②
泊
二
区
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女

f
の
郎

①
泊
二
区

②
大
家
仲町
B

個

人

戦

暑
い
夏
が
始
ま
リ
ま
し
た
。
．aパ

テ
で
苦
し
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
バ反
を

乗
り
切
る
に
は
、

日
頃
か
ら
体
を
ト
丈

夫
に
し
て
お
く
・
－
と
が
大
切
で
す

体
を
健
康
巳
保
つ
だ
め
巳

①
日
常
、
心
身

（
ね
神
と
肉
体
｝
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
す
。

②
一
二
度
の
食
中
心
偏
食
せ
ず
‘
続
制

王
し
く
、
版
・
八
分
叫
に
取
る

③
沿
不
足
の
な
い
よ
・ヲ
ル陣地
父
と
時
限

の
時
川
を
取
る
、

以
上
の

3
版
刷
を
守
る
ニ
と
か
鍵

山明
竹
内
の
剛
山
み
て
す

し
か
し
、
食
併
や
休
必
は
あ
る
刊
行

男
チ
一
部

①
焔

裕

一
・
安
逮
竹
則
組
（
泊
三
区
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②
小
路
士
口
宏
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谷

進

組
（
托
筒
庄
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努
子
二
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辻
栄
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安
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政
昭
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山
崎
）

②
水
向
車
廿
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ぬ

盟
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泊
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｝

－

k
f
の
締

①
俳
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川
刷
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－
川
上
氏
周
子
制
（仙
て
民
）

②
水
・
防
長
出
子

・
山
水
兵
校
乙
J

組

（－
h
向
山
）

度
ど
れ
で
も
実
行
で
き
ま
す
が
、

体

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
効
か
す
・
』
と
は
な

か
な
か
凶
維
で
す
。
そ
の
た
め
．
毎

日
の
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ

よ・
ヲ
と
、
朝
日
町
で
は
昭
和
臼
年
か

ら
町
内
の
婦
人
層
を
中
心
に
し
て
健

康
体
操
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

体
操
教
室
の
内
容
は

①
組
体
操
②
要
（
か
な
め
）
の
体

協同
③
向
き
ょ
う
術
の

3
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
体
操
の
特
徴
は

①
全
身
の
筋
肉
や
血
符
の
緊
川
取
を
取

リ
除
き
、
ニ
リ
を
な
く
し
、
血
行

の

ε化
を
防
ぎ
ま
す
。

②
帥陪
泌
を
友
え
る
山
律
神
経
や
ホ
ル

モ
ン
系
の
バ
ラ
ン

ス
を
・
制
耐
え
、
内

臓
の
働
さ
を
良
く
し
ま
す
。
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会
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O
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人

ニ
O
O
O
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笹
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恵
子

中
学
の
部
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野

琢
納

日

中

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女

チ

日

中

制

V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
団
体

朝

日

中

男
子
個
人
（
単
）
舘
由
紀
夫

女
子
個
人
｛
複
）水

島

孝

子

中
村
寿
美
栄

~ 
柔

道

団

体
（倒
人
）
灯
同
級

（
H

）
日
同
級

米水制
丘 仏
日

中光一
基
初

グラウンドや体育館を大切に

朝
日
町
の
ス
ポ
ー
ツ
人

口
は
年
々
明
加
し、

総
合

体
育
館
や
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
体
育
地
設
は
縫
ん

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
体
育
施
設

は
泣
い
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
役
げ
姶
て

や
外
履
の
ま
ま
の
体
育
館

入
館
、
体
育
館
ロ
ビ

l
以

外
で
の
飲
食
な
ど
、
法
本

的
な
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
．

マ
ナ
ー
を
守

リ
、
気
持
ち
よ
く
ス
ポ
ー

ツ
を
し
ま
し
ょ
う．

③

ハ
リ
や
灸
の
刺
数
に
似
た
効
果
が

あ
り
ま
す
。

④
脊
柱
を
中
心
に
全
骨
絡
を
矯
正
し
、

関
節
や
筋
骨
を
柔
ら
か
く
し
ま
す
・

⑤
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
た
め
、
ス
ト

レ
ス
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

2
人
が
組
ん
で
互
い
に
助
け
合
っ

て
行
う
「
組
み
体
操
」
簡
単
な
動
作

で
腰
を
正
し
く
動
か
す
た
め
の
「
要

の
体
操
」
全
身
の
血
行
を
良
く
し
骨

怖
と
体
砲
を
調
繁
で
き
る

2
8き
ょ

う
術
」
の
3
つ
の
体
操
を
行
い
ま
す
。

製
作
町
で
は
‘
月
2
回
実
施
し
て

い
ま
す
し
、
地
元
の
婦
人
会
を
中
心

に
実
施
し
て
い
る
町
内
も
あ
り
ま
す
。

aM分
の
体
に
人H
っ
た
体
操
を
行
い
、

他
山
械
を
似
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
・

1

な
お
．
持
し
い
ニ
と
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
ど
き
い
．
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川
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、
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野
氏
紀
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ア月12日
青年自民会組織蛾会開かる

第20回朝日IUf Nit'・議会の組織i談会は

この 十l 午後 7 時 1ミか ら IUff支局議場ーでl~~I

m：され.J/i I I弘文さん（大家Ji:) を議
長にj輩出し．総rn!IJJ fさん ｛大家Ii：・）
をI.ill議長にiきびました。

［~ 直一－ ~~ 

品、

目・a
1
・11

ア月8日
宮崎滅跡保存会が供聾会

山崎城跡保存会では．城山三の九広

場にある－ltl漆山陸墓と宮崎J.(PIHdお公

の-h~ filJ でf~t集会を聞きま した。

このl:lrま．北｜裕・：；＼の命日に !l・，たリ ．

lj!j’i：：；会iとや岡l教育長をは じめ約20.r，，が

参列してめい悩をト！？リま した。

北陸・：：・；は後！’！？”I法'Aの虫係て.;{17.本
4年（1180年）に本件義仲が令旨を受け

て・1－：家jJ} ,l ·tの挙民を し た［I~ ， 北｜塗引を

本じて，・：：・；崎械にたてこ もり，地）jの

泌』丸 山崎太郎とともに..，；：を進めたと

いう史’':kに法づき．｛米(f.会が毎年l~11 , 

その』rt.ごいを’打っているものですの

Eする筆書加者

放j!f:では．救急本来の業務以！

舗が目立って多くなっていま

例えば

Of交問で医師がいないたι

。以かさなくてもよ L、病ハ。

0普通の単で巡ぺるケガ ・病人。

0救急車の出動日時を指定しての依

頼。

があります。

病人の状態をll:；維に判断して紋急＊

を正しく 使ってほしい ものです。

広
．U
1
E
nv

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

； 善意の預託
朝日町善意銀行

社会作，j担I：のために と次の11・々 から必；

立のff（託があリました。

i \I例日町民生委j~ － l·i］ さんより ． 日本；
泳中部地；~~~災者たすけあL、災保金と

してm定寄付 26. 00011 j・
i ¥I荒川 f稲田与三次さんよリ惣人政q1・
i 川しげさんの命臼にあたりご%悩を：
祈念してと 10.000刊！

？。山崎水山 正さんよ リ

j先た く物乾燥機 If; ! 

． 。i；；；山県紗動計百業組介さんよリ
10.0001斗 ！

! ¥I人潟町 氷山消作さんよリ

3‘OOOPJ・

V北陸きとき・竜太郎の供獲をする参列者

まちのうごき まちの うご き

企乏勤撃墜塁塁望書
一ー一一ー＿..， 6月21日～7月20日｜

外の安： ・・・園恵ぎ？嘉時噌佼・・・・・・・匪司

す。 mi錨髭益白色温圃・・・E量 [ 

’〉。 企減山を鍛賀

ア月6日
老人クラブ連合会が歩こう会

朝日町老人クラブ連合会カヘ 6日に

歩こう会を行L、ました。殿村留吉会長

ら約70名が参加し．マイクロパスで減

山のワシの平付近駐卓場まで乗り入れ． ：

ここから本丸跡まで約 l～のコースを

歩いて往復しました。

本丸跡では．線問H青れの市山平野を一

望にし.）壮観を楽しんだあと；白崎海jけさを

散策しさわやかな一円を過ごしました。；

ア月8日
町制施行30周年記念事襲
推進検討委員会を開催

昭和159年 8月 ！日には．朝日目r；初l施
行合併30悶年を迎えます。

そのたダλ

I. 記念式典 ： 
2. 姉妹￥.I}rliの健機

3. 町民慾m ~ 
4. 記念事業

などの検討に入りました。

まだ素案づくりの段階ですが.30周

年にふさわしく町民のみなさんが参加

できるものをと ， 頭をヒネ ッ ています。 ~ !d 
また．ニれを機会に朝日町のイ メー

ジアップにもつながるシンボルマーク

イラストを皆さんから募集するず’定に

しております。詳しくは．次の機会に

必知らせする予定です。

フ月5日
宮崎海岸海開き

山崎ifif.作観光組合て”は.uの湖水浴
シーズンの無事を原Jiって，j毎l詩jきとと

もに ． 夏予安全祈J~ti然を行いま した 。

式典には．寺崎町長‘河内宮崎区長．

加綴宮崎iili漁協長をは じめ関係者約20

名が集まリ，神職のおはらし＼ えぐし

をささげて．

夏期のj相手

の無事：q－：胞

を祈りまし

f占。

V活趨ガ期待される新鋭車

学でした。

ア月4日
臨時警察官派出所が開股

7 Jj 1 日から朝日町山崎；j~ 人池内に . : 
入喜子宮手祭器朝日小川臨時苦手祭官派出所

がrJ.JI設されました。

こWl.~ヒ電の朝日小川発近所建設

工~·~に作い． 工事関係者の出入りや工

事!Ji11Liの通行が頻繁になるため，かね

て地JCから派出所の i設；~（が主主．望さ れ

ていたことに応えたものです。

同派ti¥所rt.~t屯が朝日小川発屯所
也設所の｜；先般I也に怨てた もので．人警

君子f,~ 将の小川実巡食古Illとが·；；~·活1・ さ il, 

工事JU!lill中の尖通安全と防犯.t・t策にあ
たっておられます。

6月25日 ：
朝日岳山開き式

問日！？，・（保r・.':j2 .418；ル）の山ll刊さ笠山

会が25日に行われました。

山！引きパてゆ｛ム大必本山｛浪月券会長の

W\itSの｝）~、さつのあと．釘H之や人i堅持

京湾次長ら米貨のゆjましの江袋をうけ． ：

入山Uゲート （舷ili峠）に設けられた

止l:J’！のテープをカ ＇／ トしました。

このあと，町内外から参｝JUした86人

カヘ sm：に分かれて＇I・1・jと移の中を朝
日岳以上にJi1同‘ってIll党しました。

6月26日
参自民院組員通常選挙行われる

6月26日（日），~13副参議院通常選

挙が実施されました。

今回の選挙から．これまでの全国区

制が比f§IJ代表制の選挙に改められ．話

組になりました。

しかし，全凶やV,t.の集計でIJ:，役祭

，＋（が60%を割るという低調なi選挙でし

たが.?JI日間では，男71.06%.女72.74

%. ,{1-71.97%と県下でレ向い校禁率て二

町民の政治への｜初心の尚さ をぶしたi1!1

企旭道峠で行われだテープカット

....新股されたS時派出所

ア月4日
新鋭救急車が配備

7月 IB, WI臼町消防署に新鋭のよ士

急車が配備されました。

これは．高速道路の開通が真近くな

り．しかも坂手干の救急J.jj，が老十日化した

ことに伴って配備されたものです。

そこで皆さんにお躍ifiし、があります。
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II（｛和55~flnl勢調伐における判i I l町

のlll:・:i＼；数1!4.969 lll:・:iiと20年1jljのH（矧i

:iS'.J'.にj七べ 319lll:・:iiが.tr:えています＞: 

人IIが年々減少しているのに｜崎市

数カ・l¥"1えているとい・｝ことは．それ

たけ怯’ぶ~・化かjfLんているといえます ： 

そニで作j凶111:-:i'.=( 1 u•：· と ’1 :.,i 1 · を JI~

にしている人の111:-:r.：及び lIiを桃え ： 
てii：んでいる iji. 身打の IIトイii ） の・1-: i~·J

lll:・:i¥; 1 iをみると.35 fl＇・の4.6人から55

fj＇.には3.8人になゥてしまいま したs

tた． lll:・:i；：人ii>JIJのm成j七を礼る ： 
と． 6人以 1-.fll;・;j＼＝の川lfrlよ4011えから

j 45fl'-にかけて，包激に減少 い滅後ベピ ： 
ーブームJYlll＼’I:.fi・が町外にfJ;/t＼）し．：

3人以 1：の111；刊？か，n’kにl¥"：えていま
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